
○案件の進捗度によって⼊⼒可能な項⽬を制御

実装効果
・案件状況がフェーズにより把握できるため、次のアクション内容が明確になり、営業活動がスムーズに⾏えるようになった。



○案件の進捗度によって受注⾦額に重みをつける加重平均の実装

実装効果
受注計画に対して、進捗度に応じた加重⾦額を設定する事により、不⾜⾦額のリカバリー案件創出の検討が早期に出来るようになった。

10,000,000（受注⾒込み⾦額）×０％（リードの重み）

案件の進捗度に応じて⾃動計算

10,000,000（受注⾒込み⾦額）×10％（Fランクの重み）

10,000,000（受注⾒込み⾦額）×25％（Eランクの重み）



○郵便番号から住所を⾃動検索する機能

実装効果
郵便番号の⼊⼒で、住所を⾃動検索し出⼒されるため、⼊⼒担当者の⼯数削減を⾏う事ができた。


